
 

            

 

 
 

 西牟田
に し む た

小
しょう

のリーダーを目指
め ざ

して！ ５年生集団
しゅうだん

宿泊
しゅくはく

訓練
くんれん

  
５年生は、１０月１５日・１６日に夜須

や す

高原
こうげん

青少年
せいしょうねん

自然
し ぜ ん

の家
いえ

で宿泊
しゅくはく

訓練
くんれん

を行
おこな

いました。初
はじ

めての野外
や が い

炊飯
すいはん

に挑戦
ちょうせん

し、仲間
な か ま

と協力
きょうりょく

して昼
ひる

ご

飯
はん

を作
つく

りました。食材
しょくざい

の皮
かわ

をむいて食
た

べやすい大
おお

きさに切
き

ったり、薪
まき

を

燃
も

えやすいように鉈
なた

で割
わ

って火
ひ

をおこし、湯
ゆ

を沸
わ

かしたりと、一人一人

が役割
やくわり

を果
は

たし、助
たす

け合
あ

いながらカレーライスを作
つく

り上
あ

げました。私
わたし

は、夜
よる

の活動
かつどう

＝「キャンドルの集
つど

い」に参加
さ ん か

しましたが、各
かく

グループで

準備
じゅんび

した遊
あそ

び（ゲーム）がとてもよく 考
かんが

えられており、みんな笑顔
え が お

で、

楽
たの

しい時間
じ か ん

を過
す

ごしていました。周
まわ

りの友達
ともだち

を思
おも

いやる言動
げんどう

も見
み

られ、とても素敵
す て き

な集団
しゅうだん

に成長
せいちょう

しているなあと

感心
かんしん

しました。 
 

 仲間
な か ま

と助
たす

け合
あ

った長崎市
な が さ き し

の思
おも

い出
で

！ 6年生修学
しゅうがく

旅行
り ょ こ う

 

６年生は、１０月２３日・２４日に長崎市
ながさきし

修学
しゅうがく

旅行
りょこう

を体験
たいけん

しました。あ

いにくの雨模様
あめもよう

で、傘
かさ

をさしたり、カッパを着
き

て移動
い ど う

することが多
おお

い２日

間でした。しかし、天候
てんこう

が悪
わる

い中
なか

、仲間
な か ま

で声
こえ

をかけあったり、雨
あめ

を避
さ

ける

ために助
たす

け合
あ

ったりしながら計画的
けいかくてき

にフィールドワークを進
すす

めることが

できました。原爆
げんばく

落下中
らっかちゅう

心地
し ん ち

で予定
よ て い

していた平和
へ い わ

集会
しゅうかい

も雨
あめ

を避
さ

けるた

めに、原子
げ ん し

爆弾
ばくだん

無縁
む え ん

死没者
し ぼ つ し ゃ

追悼
ついとう

祈念堂
き ね ん ど う

で行
おこな

いました。全校
ぜんこう

児童
じ ど う

で作
つく

った千羽鶴
せんばづる

を奉納
ほうのう

し、「平和
へ い わ

への誓
ちか

い」の発表
はっぴょう

、「クスノキ（福山
ふくやま

雅
まさ

治
はる

：

作詞
さ く し

・曲
きょく

）」の合唱
がっしょう

を実施
じ っ し

することができました。２日間の中で、私
わたし

が

最
もっと

も感心
かんしん

したのは、原爆
げんばく

資料館
しりょうかん

を見学
けんがく

している時
とき

の６年生の様子
よ う す

でし

た。西牟田小の子ども達
たち

は、原爆
げんばく

資料館
しりょうかん

に掲示
け い じ

してある写真
しゃしん

一つ一つ

を丁寧
ていねい

に見
み

て、資料
しりょう

をじっくり読
よ

み、大切
たいせつ

なことをしおりに記録
き ろ く

していま

した。周
まわ

りを見渡
みわた

すと西牟田小の６年生が見学
けんがく

している所
ところ

だけが前
まえ

に

進
すす

まず、渋滞
じゅうたい

しているのです。また、被爆
ひ ば く

体験
たいけん

講話
こ う わ

（城臺
じょうだい

美彌子
み や こ

さん）

についても、こちらが予定
よ て い

していた時間
じ か ん

を超
こ

えて詳
くわ

しくお話
はなし

されたので

すが、６年生は城臺
じょうだい

さんの話
はなし

にうなずきながら最後
さ い ご

まで熱心
ねっしん

に聞
き

いていました。とても学
まな

ぶ意欲
い よ く

と集中力
しゅうちゅうりょく

が

高
たか

い子ども達の姿
すがた

を見
み

て、校長
こうちょう

としてとても誇
ほこ

らしく感
かん

じました。 

コミュニティ・スクール西牟田小学校 学校便り        

虹をかけよう『にしむた』 

  【共育スローガン】 

       ふるさと西牟田を愛し、共に伸びよう健やかに 

 

令和８年１１月 1日 

筑後市立西牟田小学校 

  校長 大淵 広顕 



修学旅行の感想を紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲刈
い ね か

り体験
たいけん

：５年生 

６月に植
う

えた苗
なえ

が、見事
み ご と

な黄金色
こがねいろ

の稲
いね

に育
そだ

ち、１０月

２０日に稲刈
いねか

りをすることができました。地域
ち い き

から１９名

の方
かた

に集
あつ

まっていただき、稲
いね

の刈
か

り方
かた

の御指導や脱穀
だっこく

の手伝
て つ だ

いをしていただきました。子ども達
たち

は、鎌
かま

を使
つか

っ

た稲
いね

の刈
か

り方
かた

を教
おそ

わり、稲
いね

を刈
か

る作業
さぎょう

と刈
か

った稲
いね

をコ

ンバインに運
はこ

ぶ作業
さぎょう

を交代
こうたい

しながら体験
たいけん

することがで

きました。始
はじ

めは鎌
かま

の使
つか

い方が上手
う ま

くいかず苦労
く ろ う

して

いましたが、しばらくすると手際
て ぎ わ

よく稲
いね

が刈
か

れるようになりました。コンバインで脱穀
だっこく

（稲
いね

から籾
もみ

を取
と

る）された籾
もみ

は学校
がっこう

で乾燥
かんそう

させ、後日
ご じ つ

、精米
せいまい

して販売
はんばい

する予定
よ て い

です。これまで、米作
こめづく

りに関
かか

わっていただいた彌
や

吉
よし

望
のぞみ

さんを

始
はじ

めとする地域
ち い き

の皆様
みなさま

ありがとうございました。 

 

 中学生
ちゅうがくせい

になった先輩
せんぱい

からのメッセージ！ 

９月２５日に本校
ほんこう

卒業生
そつぎょうせい

の山下
やました

ジョハン洸
こう

輔
すけ

さんが来校
らいこう

し、

中学校
ちゅうがっこう

（輝
き

翔館
しょうかん

）生活
せいかつ

の様子
よ う す

について発表
はっぴょう

してくれました。プ

レゼンを使
つか

った発表
はっぴょう

はとても分
わ

かりやすく、聞
き

いている６年生も

興味津々
きょうみしんしん

でした。６年生にとって、来年
らいねん

からの中学校
ちゅうがっこう

生活
せいかつ

をイ

メージすることができました。ありがとうございました。 

１１月の行事  
１日（日）青少年健全育成意見発表会（サザンクス） 

       ６年生：原田楚々さんが発表します。 

 ４日（水）筑後市挨拶運動、読み聞かせ（全学年） 

 ５日（木）登校班会議 

 ６日（金）家庭学習がんばり週間（～１２日） 

７日（土）感謝の会、学習発表会、ＰＴＡ教育講演会 

       クリーン作戦 

 ９日（月）振替休日 

１１日（水）５年生社会科見学（ヤンマー建機） 

代表委員会 

１２日（木）防災体験活動 

        ※職員研修のため１３：１５下校 

１３日（金）福山ＳＣ来校 
１８日（水）読書祭り、クラブ活動 

１９日（木）第３回西小検定 

２５日（水）委員会活動 

３０日（月）全校朝会 

６年２組 堤
つつみ

聖那
せ な

さん 

 私が一番心に残ったのは、城臺美彌子さんの
お話です。いま日本は、戦争をする方に傾いて
います。なぜ戦争をする方に傾いているのか、
私は分かりません。憲法でも禁止したのに、な
ぜ戦争をするのだろうとずっと思っていまし
た。美彌子さんから受け取った平和のバトンを
次は私たちがつないでいきたいと思います。フ
ィールドワークでは、平和祈念像の大きさに驚
きました。私たちの１０倍くらいの大きさでし
た。ホテルではとても楽しかったです。１０人
で寝るのは初めてで、もう一度修学旅行に行き
たいと思えるほどでした。修学旅行で学んだこ
とをこれからの生活に生かしていきます。 

６年１組 佐野
さ の

心音
ね ね

さん 

 私は長崎に行って本当に良かったと思いました。
一番心に残ったのは、みんなで歌ったクスノキが想
像以上にきれいで感動したことです。また、講話を
聞くまではよく知らなかったけれど、戦争の本当の
恐ろしさ感じました。サイレンを聞きたくないから
窓を閉め切っていたことを知り、どれだけ怖くて、
恐ろしかったのか伝わってきました。戦争中は、子
ども達が洗脳されるように歌を歌ったり、兵隊にな
るための訓練をしたりしていたことを知り、今とは
全然違うことに気づきました。講話の時に見た、お
母さんの不安そうな顔が、戦争のことを考えるたび
に思い浮かびます。これから、被爆者の方がどんど
ん減っていくから、私たちが原爆の恐ろしさを次の
世代に伝えていって、二度と同じようなことや戦争
がおこらない、平和な世界をつくっていきたいです。 


